
45

て
ん
り
ゅ
う
暮
ら
し
の
小
実
験

全国各地で広がり続ける「放置竹林」。

景観の悪化や他の植物や野生動物への影響、土砂災害の危険性の増加など、さまざまな問

題を引き起こす要因として懸念されています。

天竜区においても、放置竹林対策は地域の課題の一つであることから、今回、住民の皆さ

んたちの力を借りながら、解決の糸口を見つけようという実験を行いました。

題して「てんりゅう暮らしの小実験」。果たしてその結果は？

竹
（放置竹林）

⬇

⬇

ブラック
BOX
（触媒）

私
た
ち
の
仮
説

てんりゅう暮らしの小実験「私たちの仮説」

暮らしの知恵

人々の力

私たちは、地域の課題となっている放置竹林の竹を「資源」と捉え、これを必要なものに

変えられる方法を考えてみました。そのための「装置」を動かす仕組みは、天竜区内に住

む人たちの暮らしの知恵と、これに協力してくれる人々の力。我々の仮説どおりにいけば、

竹から野菜が生まれるはずです。

野菜
（必要なもの）
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てんりゅう暮らしの小実験「ブラックBOX」の中

step01

夏
　

天
竜
区
龍
山
町
白
倉
地
内
の
放
置
竹
林
で
伐
採
作
業
を
ス

タ
ー
ト
。
白
倉
地
区
は
、
区
内
の
他
の
地
区
同
様
、
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
竹
林
が
広
が
り
始

め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
町
内
で
活
動
を
し

て
い
る
「
タ
ケ
の
ネ
」
の
皆
さ
ん
が
、
竹
林
整
備
す
る
機
会
に

合
わ
せ
て
、
竹
の
提
供
を
協
力
を
依
頼
。
こ
の
日
は
、
市
内
外

か
ら
10
人
が
参
加
し
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
整
備
前
に

は
暗
か
っ
た
竹
や
ぶ
も
、
み
る
み
る
日
が
差
し
込
み
全
く
別
の

景
色
に
。
堆
肥
の
原
料
と
し
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
杯
分
の
竹
を

譲
り
受
け
ま
し
た
。

　
「
タ
ケ
の
ネ
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
竹
の
バ
ト
ン
を
預
か
っ
て
、

お
よ
そ
１
カ
月
が
経
過
。
竹
が
あ
る
程
度
乾
燥
し
た
頃
合
い
を

見
計
ら
っ
て
、天
竜
区
役
所
の
職
員
の
手
で
、竹
の
破
砕（
竹
チ
ッ

プ
づ
く
り
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
材
な
ど
と
比
べ
て
、
繊
維
が
強
く
チ
ッ
プ
に
す
る
の
が
難

し
い
竹
。
今
回
は
、
竹
専
用
の
破
砕
機
を
所
有
し
て
い
る
浜
松

市
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
ま
で
竹
を
持
ち
込
み
、
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
破
砕
機
を
通
っ
た
竹
は
「
バ
キ
バ
キ
バ
キ
」
と
い
う
音

と
と
も
に
、勢
い
よ
く
チ
ッ
プ
状
に
。
余
っ
た
竹
の
一
部
を
使
っ

て
、
区
役
所
窓
口
用
の
ペ
ン
皿
も
試
作
品
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
チ
ッ
プ
状
に
な
っ
た
竹
を
持
っ
て
、
一
路
、
天
竜
区
佐
久
間

町
浦
川
へ
。
こ
の
地
区
で
20
年
に
わ
た
っ
て
、
家
庭
の
生
ご
み

堆
肥
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
「
エ
コ
ピ
ュ
ア
佐

久
間
」
の
皆
さ
ん
に
竹
チ
ッ
プ
を
託
し
ま
し
た
。

　

粉
末
状
で
あ
れ
ば
、
分
解
が
早
い
竹
で
す
が
、
今
回
は
、
や

や
荒
め
の
竹
チ
ッ
プ
。
堆
肥
化
を
促
す
ボ
カ
シ
と
竹
チ
ッ
プ
を

直
接
、畑
の
土
に
混
ぜ
込
み
、同
時
に
野
菜
の
種
も
蒔
き
ま
し
た
。

後
は
、
ゆ
っ
く
り
と
自
然
に
返
る
こ
と
を
願
っ
て
冬
の
間
、
待

つ
だ
け
。「
き
っ
と
大
丈
夫
。
ち
ゃ
ん
と
堆
肥
に
な
っ
て
、
春
に

な
っ
た
ら
、野
菜
が
で
き
ま
す
よ
」と
の
声
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
の
終
わ
り
か
ら
始
ま
っ
た
天
竜
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た

こ
の
実
験
。
龍
山
町
の
竹
林
か
ら
切
り
出
し
た
竹
は
、
形
を
変

え
な
が
ら
浜
松
市
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
、佐
久
間
町
を
経
て
土
（
堆

肥
）
と
な
り
、
見
事
、
野
菜
を
育
て
る
栄
養
分
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
放
置
竹
林
」
と
呼
ば
れ
、
悪
者
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
竹
は
、

使
い
方
次
第
で
、
資
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

今
回
の
実
験
で
い
え
ば
区
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
や
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
。
こ
の
他
に
も
、
天
竜
区
で
は
竹
を
活
用
し
た
生
活
の

知
恵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ

か
ら
の
暮
ら
し
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

step02 

秋
step04

春

step03 

冬

㊟「タケのネ」と「エコピュア佐久間」の皆さんの詳しい活動は、本書の「暮らしのインタビュー」でご紹介します。

放
置
竹
林
の
伐
採

（
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
タ
ケ
の
ネ
」）

竹
チ
ッ
プ
づ
く
り

（
浜
松
市
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
、
天
竜
区
役
所
職
員
）

⬇

⬇

⬇

竹
の
堆
肥
化

（
エ
コ
ピ
ュ
ア
佐
久
間
）

竹
が
野
菜
を
育
て
る
土
に
！

（
天
竜
区
の
大
地
・
太
陽
・
風
・
土
）

⬇

⬇

⬇

⬇

暮らしの実証実験

仮説「竹⇨野菜」は、成り立つか？


